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ⅠⅠⅠⅠ    新新新新たなたなたなたな人財育成基本方針策定人財育成基本方針策定人財育成基本方針策定人財育成基本方針策定にににに当当当当たってのたってのたってのたっての背背背背景景景景    

 

 本市では、藤枝に係わる全ての人が「「「「藤枝藤枝藤枝藤枝をををを元気元気元気元気にしようにしようにしようにしよう」」」」というというというという想想想想いをいをいをいを共共共共

有有有有しししし、、、、協力協力協力協力・・・・調和調和調和調和しながらしながらしながらしながら共共共共にににに元気元気元気元気づくりをづくりをづくりをづくりを成成成成しししし遂遂遂遂げようとするげようとするげようとするげようとする姿勢姿勢姿勢姿勢をををを「「「「元気元気元気元気

共奏共奏共奏共奏」」」」と称し、また、暮らしやすい、訪れやすい、活動しやすい都市、そして

多くの人から、「「「「藤枝藤枝藤枝藤枝へへへへ住住住住んでみたいんでみたいんでみたいんでみたい」」」」とととと選選選選ばれるようなばれるようなばれるようなばれるような都市都市都市都市にににに成長成長成長成長しししし続続続続けるけるけるける姿姿姿姿

勢勢勢勢をををを「「「「飛躍飛躍飛躍飛躍ふじえだふじえだふじえだふじえだ」」」」と表現した「「「「元気共奏元気共奏元気共奏元気共奏・・・・飛躍飛躍飛躍飛躍ふじえだふじえだふじえだふじえだ」」」」をををを第第第第５５５５次総合計次総合計次総合計次総合計

画画画画のまちづくりののまちづくりののまちづくりののまちづくりの基本理念基本理念基本理念基本理念としています。そして、１１１１    生涯生涯生涯生涯をををを通通通通してしてしてして健健健健やかにやかにやかにやかに暮暮暮暮

らそうらそうらそうらそう、２２２２    学学学学びをびをびをびを大切大切大切大切にしてにしてにしてにして心豊心豊心豊心豊かにかにかにかに暮暮暮暮らそうらそうらそうらそう、３３３３    受受受受けけけけ継継継継がれたがれたがれたがれた美美美美しいしいしいしい環境環境環境環境

とととと調和調和調和調和してしてしてして暮暮暮暮らそうらそうらそうらそう、４４４４    安全安全安全安全でででで住住住住みよいみよいみよいみよい花花花花とととと緑緑緑緑にににに囲囲囲囲まれたまちでまれたまちでまれたまちでまれたまちで快適快適快適快適にににに暮暮暮暮らそらそらそらそ

うううう、５５５５    個性的個性的個性的個性的なななな歴史歴史歴史歴史・・・・文化豊文化豊文化豊文化豊かなかなかなかな協働協働協働協働のまちでのまちでのまちでのまちで暮暮暮暮らそうらそうらそうらそう、６６６６    活力活力活力活力とととと賑賑賑賑わいがわいがわいがわいが

あふれるあふれるあふれるあふれる、、、、まちでまちでまちでまちで暮暮暮暮らそうらそうらそうらそう、７７７７    創意創意創意創意あふれあふれあふれあふれ、、、、魅力魅力魅力魅力にににに満満満満ちたまちでちたまちでちたまちでちたまちで暮暮暮暮らそうらそうらそうらそう 以

上７つを７つを７つを７つを基本目標基本目標基本目標基本目標にににに、、、、平成平成平成平成２８２８２８２８年度年度年度年度からからからから第第第第５５５５次総合計画後期計画次総合計画後期計画次総合計画後期計画次総合計画後期計画をスタートをスタートをスタートをスタートさ

せて、行政経営を行っていきます。 

藤枝型行政経営には、職員を市の財産として考え、市民市民市民市民のためにいきいきのためにいきいきのためにいきいきのためにいきいき働働働働

くくくく職員職員職員職員のののの育成育成育成育成にににに重点重点重点重点をををを置置置置いていていていて経営改革経営改革経営改革経営改革を進める「人財育成型」の市政改革が必

要であることから、平成２３年度に策定した「藤枝市新公共経営方針」に基づ

き「新・人財育成基本方針」を策定しました。この基本方針について、第第第第５５５５次次次次

総合計画後期計画総合計画後期計画総合計画後期計画総合計画後期計画にににに掲掲掲掲げるげるげるげる基本目標基本目標基本目標基本目標にににに向向向向けけけけ更更更更なるなるなるなる人財育成人財育成人財育成人財育成を進めるべく、「「「「日本日本日本日本

一一一一のののの職員職員職員職員づくりづくりづくりづくり」」」」をををを目指目指目指目指してしてしてして改訂改訂改訂改訂しました。この基本方針と平成２８年２月に

策定した女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定事業主特定事業主特定事業主特定事業主

行動計画行動計画行動計画行動計画「「「「藤枝市職員藤枝市職員藤枝市職員藤枝市職員のためののためののためののための『『『『いきいきいきいきいきいきいきいき活躍活躍活躍活躍、、、、未来創造未来創造未来創造未来創造プランプランプランプラン』」』」』」』」をををを車車車車のののの両輪両輪両輪両輪

として人財育成施策を展開し、職員職員職員職員のののの誰誰誰誰もがもがもがもが輝輝輝輝きききき、、、、いきいきといきいきといきいきといきいきと活躍活躍活躍活躍するするするする組織組織組織組織づづづづ

くりくりくりくりを行っていきます。 

 

藤枝藤枝藤枝藤枝市市市市のののの新公共経営新公共経営新公共経営新公共経営のののの進進進進めめめめ方方方方    

…………市民市民市民市民のののの元気元気元気元気はははは、、、、市役所市役所市役所市役所のののの元元元元気気気気からからからから！！！！！！！！    

 

＊＊＊＊    高高高高いモチベーションによるいモチベーションによるいモチベーションによるいモチベーションによる行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの実践実践実践実践    

⇒⇒⇒⇒職員職員職員職員のののの自発的自発的自発的自発的なななな経営努力経営努力経営努力経営努力でででで、、、、市民生活市民生活市民生活市民生活をアップしますをアップしますをアップしますをアップします！！！！    

 

 市民のために直接サービスを行うのは市の職員です。改革には市政市政市政市政のののの将来将来将来将来にににに

向向向向けたけたけたけた職員一人職員一人職員一人職員一人ひとりのひとりのひとりのひとりの高高高高いいいい目的意識目的意識目的意識目的意識とエネルギッシュなとエネルギッシュなとエネルギッシュなとエネルギッシュな行動力行動力行動力行動力がががが不可欠不可欠不可欠不可欠です。

「職員職員職員職員がががが変変変変わればわればわればわれば市役所市役所市役所市役所はははは変変変変わるわるわるわる。市役所市役所市役所市役所がががが変変変変わればわればわればわれば市市市市がががが変変変変わるわるわるわる。」という考え

方のもと職員はスピーディなスピーディなスピーディなスピーディな実践行動実践行動実践行動実践行動を展開します。これからの行政経営にお

いては、真真真真にににに市民市民市民市民のののの役役役役にににに立立立立つつつつ優優優優れたれたれたれた人財人財人財人財のののの育成育成育成育成が最重要課題です。 
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ⅡⅡⅡⅡ    新新新新たなたなたなたな人財育成基本方針人財育成基本方針人財育成基本方針人財育成基本方針のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方    

 

市役市役市役市役所所所所でででで市民市民市民市民のためにのためにのためにのために実際実際実際実際にににに働働働働くのはくのはくのはくのは、、、、言言言言うまでもなくうまでもなくうまでもなくうまでもなく職員職員職員職員です。その職員

を行政経営行政経営行政経営行政経営をををを行行行行うううう重要重要重要重要なななな資源資源資源資源でありでありでありであり財産財産財産財産と位置づけ、本指針では、人材という

用語を用いる場合「「「「人財人財人財人財」」」」とととと表記表記表記表記することとします。 

 

職職職職    員員員員            ＝＝＝＝                    財財財財    産産産産    

 

厳しい時代に市民の暮らしを支える職員をきちんと育てるのは、市の責務で

す。本市の人財育成基本方針の具体的な考え方は次のとおりです。 

 

１１１１    真真真真にににに市民市民市民市民のののの役役役役にににに立立立立ちちちち、、、、改革改革改革改革・・・・改善意識改善意識改善意識改善意識にににに燃燃燃燃えるえるえるえる職員職員職員職員のののの育成戦略育成戦略育成戦略育成戦略    

 

(1) 社会人にとって必要とされるヒューマンスキルのヒューマンスキルのヒューマンスキルのヒューマンスキルの根幹根幹根幹根幹となるのはコミュとなるのはコミュとなるのはコミュとなるのはコミュ

ニケーションニケーションニケーションニケーション能力能力能力能力であり、その第一歩第一歩第一歩第一歩となるのはとなるのはとなるのはとなるのは「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」です。本市

では、「『『『『あいさつあいさつあいさつあいさつ』』』』はははは人財育成人財育成人財育成人財育成のののの第一歩第一歩第一歩第一歩」と位置付け、「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」のののの価値価値価値価値

をををを「「「「本市本市本市本市のブランドのブランドのブランドのブランド」」」」としてとしてとしてとして高高高高めるめるめるめるようその重要性について職員研修の機

会等を通じて職員に浸透させていきます。 

 

【【【【「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」がががが人財育成人財育成人財育成人財育成のののの第一歩第一歩第一歩第一歩となるとなるとなるとなる概念図概念図概念図概念図】】】】    

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能力能力能力能力

あいさつあいさつあいさつあいさつ

コミュニケーションの第一歩

総合力総合力総合力総合力となるとなるとなるとなる様々様々様々様々なななな

必要必要必要必要とされるとされるとされるとされる能力能力能力能力 様々様々様々様々なななな能力能力能力能力のののの基基基基

礎礎礎礎となるとなるとなるとなる能力能力能力能力
人人人人

財財財財

育育育育

成成成成

 

 

(2) 市民の暮らしをしっかりと支え、サポートする本市の職員として、どう

あるべきか、どういう人財が本当に市民のためになるのかを追求するとと

もに、職員職員職員職員のののの高高高高いいいい意欲意欲意欲意欲、、、、使命感使命感使命感使命感とととと行動力行動力行動力行動力、、、、技術力技術力技術力技術力（（（（スキルスキルスキルスキル））））をををを向上向上向上向上させて

いきます。 
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(3) 国際化の流れが本格化し、本市と国内外の交流が進むのにつれて求めら

れる職員の語学力語学力語学力語学力やややや国際感覚国際感覚国際感覚国際感覚についてもさらにについてもさらにについてもさらにについてもさらに磨磨磨磨いていきますいていきますいていきますいていきます。 

 

(4) 職員一人ひとりの目指す公務員像を考慮しつつ、真に市民生活を支える

ことのできる高高高高いいいい意識意識意識意識、、、、深深深深いいいい見識見識見識見識とととと豊豊豊豊かなスキルをかなスキルをかなスキルをかなスキルを持持持持ったったったった職員職員職員職員を、市民の

ため計画的計画的計画的計画的、、、、戦略的戦略的戦略的戦略的にににに育成育成育成育成していきます。 

 

２２２２    「「「「スペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリスト」」」」のののの育成育成育成育成    

 

(1)(1)(1)(1)    総合力総合力総合力総合力あるプロフェッショナルをあるプロフェッショナルをあるプロフェッショナルをあるプロフェッショナルを目指目指目指目指してしてしてして        

組織は一般に、コミュニケーション能力を基盤とする普遍的な能力であ

る豊豊豊豊かなヒューマンスキルやかなヒューマンスキルやかなヒューマンスキルやかなヒューマンスキルや幅広幅広幅広幅広いいいい見識見識見識見識をををを持持持持ついわばついわばついわばついわば総合力総合力総合力総合力ののののあるあるあるある「「「「ジェジェジェジェ

ネラリストネラリストネラリストネラリスト」」」」と、特定分野特定分野特定分野特定分野でででで専門的知識専門的知識専門的知識専門的知識とととと技術技術技術技術をををを持持持持ついわばついわばついわばついわば専門力専門力専門力専門力をををを備備備備ええええ

たたたた「「「「スペシャリストスペシャリストスペシャリストスペシャリスト」」」」で成り立っているといわれます。 

しかし、市民生活の全般を支える市職員には、豊かなヒューマンスキル

や広い見識を持つ総合力と豊かな専門的知識と技術である専門力の両方が

強く求められます。 

そこで、採用後採用後採用後採用後のののの一定期間一定期間一定期間一定期間はははは職員職員職員職員にできるだけにできるだけにできるだけにできるだけ幅広幅広幅広幅広いいいい業務業務業務業務をををを経験経験経験経験させるさせるさせるさせる

とともにとともにとともにとともに豊豊豊豊かなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルを身身身身にににに付付付付けるためのけるためのけるためのけるための充実充実充実充実したしたしたした研修研修研修研修を受

けられるようにし、行政行政行政行政のプロとしてののプロとしてののプロとしてののプロとしての土台土台土台土台をををを築築築築かせかせかせかせ、次に職員各自の得

意分野を生かして深深深深くくくく豊豊豊豊かなかなかなかな知識知識知識知識・・・・技術技術技術技術をつをつをつをつけさせけさせけさせけさせ、、、、専門分野専門分野専門分野専門分野をををを築築築築かせまかせまかせまかせま

すすすす。つまり、職種を問わず市民のため、まずまずまずまず幅広幅広幅広幅広いいいい知識知識知識知識とととと経験経験経験経験をををを十分十分十分十分にににに積積積積

みみみみ、、、、教育教育教育教育をををを受受受受けたけたけたけた上上上上でででで、、、、各自各自各自各自のののの得意得意得意得意なななな分野分野分野分野をしっかりとをしっかりとをしっかりとをしっかりと育育育育てててて、、、、職員職員職員職員がいきがいきがいきがいき

いきといきといきといきと、、、、誇誇誇誇りとりとりとりと使命感使命感使命感使命感にににに満満満満ちてちてちてちて業務業務業務業務にににに日々打日々打日々打日々打ちちちち込込込込めるめるめるめるよう、職職職職のののの公募制公募制公募制公募制、

様々様々様々様々なタイプのなタイプのなタイプのなタイプの研修研修研修研修をををを実施実施実施実施して、意欲意欲意欲意欲があってがあってがあってがあって優秀優秀優秀優秀なななな職員職員職員職員をををを登用登用登用登用する戦略

的な人事経営を展開します。 

 

(2)(2)(2)(2)    「「「「スペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリスト」」」」のののの考考考考ええええ方方方方    

職員には、豊豊豊豊かなヒューマンスキルによりかなヒューマンスキルによりかなヒューマンスキルによりかなヒューマンスキルにより市民市民市民市民のニーズをのニーズをのニーズをのニーズを的確的確的確的確にににに捉捉捉捉ええええ、、、、

幅広幅広幅広幅広いいいい知識知識知識知識によりによりによりにより、、、、市政全般市政全般市政全般市政全般をををを把握把握把握把握してしてしてして適切適切適切適切にににに市民市民市民市民サービスサービスサービスサービスを行うことが

求められます。 

一方、市民の期待に確実に応えるには、職員職員職員職員にににに専門的専門的専門的専門的なななな知識知識知識知識とととと情報情報情報情報、、、、そそそそ

してしてしてして技術技術技術技術がががが必要必要必要必要です。したがって、専門性を有する職員も、同時に求めら

れる訳です。 

このことから、職員として必要な豊豊豊豊かなヒューマンスキルかなヒューマンスキルかなヒューマンスキルかなヒューマンスキル、、、、幅広幅広幅広幅広いいいい知識知識知識知識
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やややや技術技術技術技術であるであるであるである広広広広いベースいベースいベースいベース（（（（総合力総合力総合力総合力））））のののの上上上上にににに、、、、各職員各職員各職員各職員がががが得意得意得意得意とするとするとするとする専門力専門力専門力専門力（＝（＝（＝（＝

強強強強みとなるみとなるみとなるみとなる得意得意得意得意なななな分野分野分野分野））））をををを持持持持つつつつ職員職員職員職員としてとしてとしてとして誰誰誰誰もがもがもがもが研鑽研鑽研鑽研鑽し、成長を続ける職

場風土の醸成が、いま最も市民の役に立つ職員育成の方法だと考えられま

す。 

これが、「「「「総合力総合力総合力総合力」」」」とととと「「「「専門力専門力専門力専門力」」」」をををを併併併併せせせせ持持持持つつつつ「「「「スペシャル・ジェネラリススペシャル・ジェネラリススペシャル・ジェネラリススペシャル・ジェネラリス

トトトト」」」」をををを育育育育てるてるてるてることの意味です。職員がこの成長によって、市政に貢献し市

の成長を目指した高い目的意識と経営意識を持つよう促します。 

また、職員が、市職員として自分の能力をいかんなくいかんなくいかんなくいかんなく発揮発揮発揮発揮しししし大大大大いにいにいにいに活躍活躍活躍活躍

することもすることもすることもすることも自己実現自己実現自己実現自己実現のののの一一一一つつつつと捉え、市職員に求求求求められるめられるめられるめられる人財像人財像人財像人財像「「「「スペシャスペシャスペシャスペシャ

ル・ジェネラリストル・ジェネラリストル・ジェネラリストル・ジェネラリスト」」」」をををを目指目指目指目指せるせるせるせるよう支援をしていきます。 

 

        総合力総合力総合力総合力        ＋＋＋＋        専門力専門力専門力専門力        ⇒⇒⇒⇒    スペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリスト    

 

 このように、職員の誰もが自分なりの「スペシャル・ジェネラリスト」

を目指し、研鑽することで、成長し、持持持持てるてるてるてる力力力力をををを最大限発揮最大限発揮最大限発揮最大限発揮してしてしてして行政経営行政経営行政経営行政経営

にににに主体的主体的主体的主体的にににに参画参画参画参画し、市市市市のののの発展発展発展発展にににに貢献貢献貢献貢献していくことが、藤枝型新公共経営藤枝型新公共経営藤枝型新公共経営藤枝型新公共経営のののの

大大大大きなきなきなきな柱柱柱柱のののの一一一一つつつつとなっています。 

 

【【【【「「「「スペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリストスペシャル・ジェネラリスト」」」」ののののイメージイメージイメージイメージ図図図図】】】】    

 

             

得意得意得意得意とするとするとするとする               Ａ分野      Ｂ分野に 

専門力専門力専門力専門力           における         おける 

               知識・技術    知識・技術 

豊かなヒューマンスキル  

                        幅広い経験と情報、知識  

職員力職員力職員力職員力のののの総合力総合力総合力総合力            職員の高い改革意欲と努力 
 

            職員各自が理想とする職員像に向けた、 

キャリアデザイン、キャリアプラン 

 

 

 

市政市政市政市政のののの推進推進推進推進のためにそののためにそののためにそののためにその力力力力をををを最大限活用最大限活用最大限活用最大限活用しますしますしますします！！！！    
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３３３３    キャリア･デベロップメントキャリア･デベロップメントキャリア･デベロップメントキャリア･デベロップメント（（（（職務経験職務経験職務経験職務経験によるによるによるによる能力開発能力開発能力開発能力開発））））へのへのへのへの取組取組取組取組    

 

職員がキャリア形成意識を持って自らの能力開発に取り組み、組織がその

意欲意欲意欲意欲、、、、能力能力能力能力をををを人事異動人事異動人事異動人事異動やややや研修研修研修研修によりによりによりにより支援支援支援支援していくしていくしていくしていく中長期的中長期的中長期的中長期的なななな人財育成人財育成人財育成人財育成を実施

し、限られた職員数と財源の中で市民満足度の向上に努めます。  

基礎自治体の広域化の推進、社会情勢の急激な変化等により、今後、本市

職員が市民生活向上のために果たすべき役割がさらに期待される中で、高い

専門性を有する職員を育成することが必要とされ、定員適正化の推進により

組織のスリム化が進む中、マンパワーを最大限発揮させ、限られた人財能力人財能力人財能力人財能力

をををを最大限有効活用最大限有効活用最大限有効活用最大限有効活用することは、真に市民の役に立つ行政を進めるうえで不可

欠です。 

これらを実現するために、職員職員職員職員がががが将来将来将来将来なりたいなりたいなりたいなりたい自分自分自分自分へへへへ向向向向けたけたけたけた成長成長成長成長をををを支援支援支援支援す

る取組を行っていきます。 

  

(1)(1)(1)(1)    キャリアデザインとキャリアプランのキャリアデザインとキャリアプランのキャリアデザインとキャリアプランのキャリアデザインとキャリアプランの作成作成作成作成のののの支援支援支援支援    

職員各自にキャリアデザイン（職務を通じた将来設計）やキャリアプラ

ン（自分が理想とする職員像に向けた自己研鑽の計画）の作成をしてもら

い、これらをデータベースにした上で、キャリアプランにキャリアプランにキャリアプランにキャリアプランに基基基基づいたづいたづいたづいた自己研自己研自己研自己研

鑽鑽鑽鑽をををを支援支援支援支援し、職職職職のののの公募制公募制公募制公募制などをなどをなどをなどを活用活用活用活用しながらこれらをしながらこれらをしながらこれらをしながらこれらを考慮考慮考慮考慮したしたしたした人員配置人員配置人員配置人員配置を

行います。これにより、職員職員職員職員それぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれが目指目指目指目指すスペシャル・ジェネラリスすスペシャル・ジェネラリスすスペシャル・ジェネラリスすスペシャル・ジェネラリス

トとしてのトとしてのトとしてのトとしての育成をををを支援支援支援支援し、市政全体を見渡しながら専門的技術専門的技術専門的技術専門的技術をををを市民市民市民市民にににに向向向向

けてけてけてけて発揮発揮発揮発揮し、将来将来将来将来にわたりにわたりにわたりにわたり市民市民市民市民にににに質質質質のののの高高高高いサービスがいサービスがいサービスがいサービスが提供提供提供提供できるようにし

ます。  

 

(2)(2)(2)(2)    キャリアデザインをキャリアデザインをキャリアデザインをキャリアデザインを可能可能可能可能にするためのにするためのにするためのにするための取組取組取組取組    

職員のキャリアデザインを可能にするために、専門的知識や技術を持つ

職員の情報をデータベース化する人財人財人財人財バンクのバンクのバンクのバンクの整備整備整備整備、幹部職員が講師とな

って市職員としての意識や気概を後に続く職員に伝える職員研修「「「「職員修職員修職員修職員修

練道場練道場練道場練道場」」」」、専門的知識を持つ職員が後輩職員等を指導する職員研修「「「「職員寺職員寺職員寺職員寺

子屋子屋子屋子屋」」」」のののの実施実施実施実施によるによるによるによる職員職員職員職員のののの活用活用活用活用、市の政策の実績やその能力、知識によっ

て市外市外市外市外からからからから講師講師講師講師などとしてなどとしてなどとしてなどとして招招招招へいされたへいされたへいされたへいされた職員職員職員職員のののの活躍活躍活躍活躍のののの周知周知周知周知など、活躍する

職員に光を当てて後に続く職員のロールモデルロールモデルロールモデルロールモデル（（（（手本手本手本手本となるとなるとなるとなる人財人財人財人財））））としてとしてとしてとして

示示示示していきますしていきますしていきますしていきます。併せて、キャリアデザインのキャリアデザインのキャリアデザインのキャリアデザインの指針指針指針指針をををを策定策定策定策定、、、、活用活用活用活用し、キャ

リアデザイン研修を実施することにより、キャリアデザインを身近なもの

にするとともに、職員によるキャリアプランの作成を支援していきます。 

また、広範囲の業務を経験してきた３０３０３０３０代代代代から４０から４０から４０から４０代代代代のののの主任主査主任主査主任主査主任主査、、、、主査主査主査主査
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職員職員職員職員にににに能力能力能力能力のののの自己分析自己分析自己分析自己分析とととと将来将来将来将来のキャリアプランをのキャリアプランをのキャリアプランをのキャリアプランを作成作成作成作成するキャリアデザイするキャリアデザイするキャリアデザイするキャリアデザイ

ンンンン研修研修研修研修をををを実施実施実施実施し、受講者は、現在の自分自身の能力、価値観、意欲、知識、

経験などを客観的に把握しながら、今後の職員生活に関する将来ビジョン

を作成します。  

 

【【【【職員職員職員職員のキャリアデベロップメントのキャリアデベロップメントのキャリアデベロップメントのキャリアデベロップメントのののの例示例示例示例示】】】】    

キキキキ
ャャャャ
リリリリ
アアアア
ププププ
ララララ
ンンンン

心心心心
境境境境
のののの
変変変変
化化化化

人人人人
事事事事
・・・・
人人人人
財財財財
育育育育
成成成成
施施施施
策策策策

職職職職
員員員員
のののの
キキキキ
ャャャャ

リリリリ
アアアア

キャリアデザインキャリアデザインキャリアデザインキャリアデザイン研修研修研修研修でででで学学学学ぶぶぶぶ
●、市民と向き合うことのやりが
いに気づく。
●キャリアプランの重要性を意識

ロールモデルとロールモデルとロールモデルとロールモデルと出会出会出会出会いキャリアプランをいキャリアプランをいキャリアプランをいキャリアプランを確立確立確立確立
●情熱を持って仕事と向き合う係長と出会
う。
●福祉分野で強みを発揮するキャリアプラン
を描く。

【【【【５０５０５０５０代代代代】】】】

・・・・本人本人本人本人のスペシャル・のスペシャル・のスペシャル・のスペシャル・

ジェネラリストジェネラリストジェネラリストジェネラリスト像像像像

⇒⇒⇒⇒健康福祉健康福祉健康福祉健康福祉のののの現場現場現場現場

をををを指揮指揮指揮指揮するするするする管理職管理職管理職管理職をををを

志志志志すすすす。。。。

資格資格資格資格

取得取得取得取得

主査主査主査主査（（（（中堅職中堅職中堅職中堅職

員員員員））））にににに昇格昇格昇格昇格

●３分野を経験

●若手職員向け研修受講

●上司との面談による支

援

入庁入庁入庁入庁

課税課課税課課税課課税課にににに

配属配属配属配属

農林課農林課農林課農林課にににに

配属配属配属配属

●職の公募制の活用

●キャリアデザイン研修

●ロールモデルの提示

●キャリアプランの作成

●中堅職員向け研修受講

●上司との面談による支援

●職の公募制の活用

●管理監督者向け研修受講

●監督者向けキャリアデザイン

研修

都市政策課都市政策課都市政策課都市政策課

にににに配属配属配属配属

国保年金課国保年金課国保年金課国保年金課

にににに配属配属配属配属

所長所長所長所長（（（（管理管理管理管理

職職職職））））にににに昇格昇格昇格昇格

子子子子どもどもどもども家庭相家庭相家庭相家庭相

談談談談センターにセンターにセンターにセンターに

配属配属配属配属

係長係長係長係長にににに

昇格昇格昇格昇格

自立支援課自立支援課自立支援課自立支援課

にににに配属配属配属配属

【【【【４０４０４０４０代代代代】】】】

・・・・福祉分野福祉分野福祉分野福祉分野のののの窓口窓口窓口窓口

部門部門部門部門をををを経験経験経験経験

・・・・係長係長係長係長にににに昇進昇進昇進昇進

【【【【３０３０３０３０代代代代】】】】

・・・・福祉分野福祉分野福祉分野福祉分野のののの部署部署部署部署をををを

複数経験複数経験複数経験複数経験

・・・・社会福祉主事社会福祉主事社会福祉主事社会福祉主事のののの資資資資

格取得格取得格取得格取得

介護福祉課介護福祉課介護福祉課介護福祉課

にににに配属配属配属配属

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント能力開発期能力開発期能力開発期能力開発期・・・・発揮期発揮期発揮期発揮期入庁入庁入庁入庁１１１１１１１１年目以降年目以降年目以降年目以降入庁後約入庁後約入庁後約入庁後約１０１０１０１０年間年間年間年間
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特別研修

職
員
研
修

自己啓発支援

職場研修

派遣研修

階層別集合研修

ⅢⅢⅢⅢ    戦略的人財育成戦略的人財育成戦略的人財育成戦略的人財育成へのへのへのへの具体的具体的具体的具体的なななな取組取組取組取組    

 

キーワードはキーワードはキーワードはキーワードは「「「「職員職員職員職員のののの高高高高いいいい改革意欲改革意欲改革意欲改革意欲とととと市民市民市民市民サービスへのサービスへのサービスへのサービスへの熱熱熱熱いいいい思思思思いいいい！！！！」」」」    

    

職員のモチベーションのモチベーションのモチベーションのモチベーションの保持保持保持保持やアップやアップやアップやアップは、優優優優れたれたれたれた市民市民市民市民サービスのサービスのサービスのサービスの提供提供提供提供をををを通通通通じじじじ

たたたた自信自信自信自信とととと達成感達成感達成感達成感でででであり、これは日々の仕事を通じて体感していくものです。 

研修では日々の仕事を楽しみ、いそしんで深め、納得のいく仕事を通じて自

信と達成感を得ることで市職員市職員市職員市職員としてのとしてのとしてのとしての自己実現自己実現自己実現自己実現をををを図図図図ることができるようることができるようることができるようることができるよう支援支援支援支援

していきます。 

 

１１１１    新規採用予定職員新規採用予定職員新規採用予定職員新規採用予定職員のののの事前事前事前事前サポートサポートサポートサポート制度制度制度制度とととと新規採用職員研修新規採用職員研修新規採用職員研修新規採用職員研修のののの充実充実充実充実    

 

(1) 新規採用予定職員に対して、市市市市のののの情報情報情報情報をををを配信配信配信配信したり、悩悩悩悩みみみみ相談窓口相談窓口相談窓口相談窓口をををを開開開開

設設設設したりします。 

 

(2) 市の戦略方針、藤枝型新公共経営について理

解するとともに、一日も早く市職員として一人

前に成長してもらうために入庁前入庁前入庁前入庁前のののの事前研修事前研修事前研修事前研修、

入庁直後に行政行政行政行政サービスのサービスのサービスのサービスの最前線最前線最前線最前線をををを体験体験体験体験させさせさせさせ

るるるる実地体験研修実地体験研修実地体験研修実地体験研修、入庁から４か月後のフォローフォローフォローフォロー

アップアップアップアップ研修研修研修研修、入庁半年後の後期研修後期研修後期研修後期研修を実施しま

す。 

 

２２２２    職種職種職種職種、、、、職位職位職位職位にににに応応応応じたじたじたじた職員研修体系職員研修体系職員研修体系職員研修体系とそのとそのとそのとその推進推進推進推進    

 

 職員一人ひとりが、高い意識と意欲により、

職種や職位に応じた役割と責任を果たすよう、

その役割役割役割役割、、、、責任責任責任責任とととと求求求求められるめられるめられるめられる能力能力能力能力、、、、意識意識意識意識をををを明確明確明確明確

にした上で、新規採用職員新規採用職員新規採用職員新規採用職員そのそのそのその他他他他のののの若手職員若手職員若手職員若手職員、、、、

中堅職員中堅職員中堅職員中堅職員、、、、監督者監督者監督者監督者となるとなるとなるとなる職員及職員及職員及職員及びびびび管理職管理職管理職管理職となるとなるとなるとなる

幹部職員幹部職員幹部職員幹部職員のののの各階層各階層各階層各階層にににに応応応応じじじじ、、、、階層別研集合研修階層別研集合研修階層別研集合研修階層別研集合研修をををを

はじめとするはじめとするはじめとするはじめとする職員研修職員研修職員研修職員研修のののの体系体系体系体系をををを整備整備整備整備しししし、、、、実施実施実施実施し

ていきます。 

 なお、本方針に沿った具体的な研修については、各年度各年度各年度各年度にににに策定策定策定策定するするするする研修計研修計研修計研修計

画画画画にににに位置付位置付位置付位置付けてけてけてけて、、、、確実確実確実確実なななな実施実施実施実施、、、、推進推進推進推進を図ります。さらに、研修を積極的に受

講し、着実な資質の向上を図り、研修計画において各階層各階層各階層各階層にににに昇格昇格昇格昇格するまでにするまでにするまでにするまでに

新規採用職員の障害者介助体験 



 

 

新・人財育成基本方針 

 

- 8 - 

 

受講受講受講受講することがすることがすることがすることが望望望望ましいましいましいましい研修研修研修研修メニューをメニューをメニューをメニューを示示示示すすすす「「「「選択選択選択選択・・・・必修研修制度必修研修制度必修研修制度必修研修制度」」」」をををを導入導入導入導入

します。 

 

(1(1(1(1))))    階層別集合研修階層別集合研修階層別集合研修階層別集合研修    

「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」をををを基盤基盤基盤基盤としたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーション能力能力能力能力をををを向上向上向上向上させつつ、若

手職員、中堅職員、管理監督職員、それぞれに求求求求められるめられるめられるめられる知識知識知識知識やややや能力能力能力能力、、、、責責責責

任任任任とととと役割役割役割役割をををを意識付意識付意識付意識付けけけけ、、、、豊豊豊豊かなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルをかなヒューマンスキルを育育育育むむむむ研修を各階層に効果

的に実施していきます。 

 

 ＜＜＜＜階層別集合研修階層別集合研修階層別集合研修階層別集合研修のののの内容内容内容内容のののの例例例例＞＞＞＞    

①①①①    若手職員若手職員若手職員若手職員にににに対対対対してしてしてして    

ア 「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」をををを始始始始めとするめとするめとするめとする気持気持気持気持ちのちのちのちの

良良良良いいいい接遇接遇接遇接遇、、、、丁寧丁寧丁寧丁寧でででで的確的確的確的確なななな説明説明説明説明などによ

る市民サービスの向上と組織の円滑な

連携の基礎となるコミュニケーション

能力を重点的に指導する研修を実施し

ます。 

 

イ 基礎自治体の自治能力は、税財源面税財源面税財源面税財源面のののの経済的自立経済的自立経済的自立経済的自立とととと、、、、優優優優れたれたれたれた人財人財人財人財にににに

よるよるよるよる自己決定力自己決定力自己決定力自己決定力の２つから構成されることについての研修を実施しま

す。 

ウ 国のあり方、地方のあり方論を中心に、市の基礎自治体としての多

くの業務が国や県の影響を受けている一方、市市市市のののの行政経営行政経営行政経営行政経営はははは市民生活市民生活市民生活市民生活

にににに直接影響直接影響直接影響直接影響をををを与与与与ええええ、、、、基礎自治体基礎自治体基礎自治体基礎自治体のののの自治能力自治能力自治能力自治能力がががが大大大大きくきくきくきく市民生活市民生活市民生活市民生活をををを左右左右左右左右すすすす

ることのることのることのることの意識付意識付意識付意識付けけけけをするための研修を実施します。 

②②②②    中堅職員中堅職員中堅職員中堅職員にににに対対対対してしてしてして    

ア 組織において主幹、係長級の職員を補佐する役割として、「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」

をををを基本基本基本基本としたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーション能力能力能力能力はもちろんはもちろんはもちろんはもちろん若手職員若手職員若手職員若手職員のののの模範模範模範模範となとなとなとな

りりりり的確的確的確的確なななな指導指導指導指導ができるようなができるようなができるようなができるような指導統率力指導統率力指導統率力指導統率力、さらに論理的論理的論理的論理的なななな思考思考思考思考により

物事を冷静冷静冷静冷静にににに判断判断判断判断しししし、、、、決断決断決断決断できるできるできるできる能力能力能力能力を身に付けるよう研修を実施し

ます。 

イ 市民にとってより効果的な仕事内容への改良を旨とし、積極的に業業業業

務務務務のののの改善改善改善改善・・・・改革改革改革改革をををを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要があることについてのがあることについてのがあることについてのがあることについての意識付意識付意識付意識付けけけけをするた

めの研修を実施します。 

ウ 中堅職員である主任主査、主査は、市政の基本的な企画・立案を行

い、市政を実質的に支える世代のため、その力量力量力量力量がががが最最最最もももも問問問問われているわれているわれているわれている

新規採用職員によるあいさつ運動 
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ことのことのことのことの意識付意識付意識付意識付けけけけをするための研修を実施します。 

③③③③    管理監督管理監督管理監督管理監督者者者者にににに対対対対してしてしてして    

ア 管理監督者には、組織経営における重要な資源である「人財」を育

て、その能力を引き出し、活用する役割が求められます。この役割をし

っかりと果たすために、コミュニケーションやコミュニケーションやコミュニケーションやコミュニケーションや業務業務業務業務のののの遂行遂行遂行遂行にににに必要必要必要必要なななな能能能能

力力力力についてについてについてについて部下部下部下部下にににに指導指導指導指導、、、、支援支援支援支援ができるようそれまで培った能力を磨き、

さらにコーチングやメンタルヘルスケアのコーチングやメンタルヘルスケアのコーチングやメンタルヘルスケアのコーチングやメンタルヘルスケアの技術技術技術技術を身に付け、職員一人

ひとりの能力を充分に活かすための研修を実施します。 

イ 組織のリーダーリーダーリーダーリーダー、、、、マネージャーとしてマネージャーとしてマネージャーとしてマネージャーとして組織組織組織組織がががが目標目標目標目標にににに向向向向かってかってかってかって一一一一つにつにつにつに

なるようなるようなるようなるよう指導統率力指導統率力指導統率力指導統率力をををを発揮発揮発揮発揮し、目標を達成していけるよう研修を実施

します。 

ウ 様々な情報により状況判断し、経営経営経営経営意識意識意識意識をををを身身身身にににに付付付付けけけけ、、、、攻攻攻攻めのめのめのめの姿勢姿勢姿勢姿勢でででで

決断決断決断決断をををを下下下下すすすすことができるよう意識付けを行うための研修を実施します。 

 

(2)(2)(2)(2)    派遣研修派遣研修派遣研修派遣研修    

 職員が、自ら専門的専門的専門的専門的なななな知識知識知識知識やややや技術技術技術技術を身

に付けたり、武器武器武器武器となるビジネススキルとなるビジネススキルとなるビジネススキルとなるビジネススキル

をををを獲得獲得獲得獲得したり、広い視野を持ったりする

ために、市町村市町村市町村市町村アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー、、、、国際文化研国際文化研国際文化研国際文化研

修所修所修所修所などになどになどになどに派遣派遣派遣派遣するするするする専門職員研修専門職員研修専門職員研修専門職員研修への

派遣、静岡県自治研修所静岡県自治研修所静岡県自治研修所静岡県自治研修所やややや静岡県市町村静岡県市町村静岡県市町村静岡県市町村

振興協会振興協会振興協会振興協会においてにおいてにおいてにおいて行行行行われるわれるわれるわれる市町職員研市町職員研市町職員研市町職員研

修等修等修等修等（（（（スキルアップスキルアップスキルアップスキルアップ研修研修研修研修））））への派遣、自自自自

治大学校治大学校治大学校治大学校、他団体他団体他団体他団体とのとのとのとの人事交流人事交流人事交流人事交流、海外派海外派海外派海外派

遣研修遣研修遣研修遣研修、国内視察派遣研修国内視察派遣研修国内視察派遣研修国内視察派遣研修への派遣を積

極的に行っていきます。 

 

(3)(3)(3)(3)    職場研修職場研修職場研修職場研修    

 従来各職場で行われていた職場研修の講義内容で、様々様々様々様々なななな部門部門部門部門のののの職員職員職員職員がががが

学学学学べるべるべるべる内容内容内容内容のものはのものはのものはのものは、「、「、「、「職員修練道場職員修練道場職員修練道場職員修練道場」、「」、「」、「」、「職員寺子屋職員寺子屋職員寺子屋職員寺子屋」」」」をををを活用活用活用活用して、全庁的

に受講対象を広げて実施していきます。 

   また、ＯＪＴが効果的に推進されるよう、ＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴのののの指針指針指針指針をををを活用活用活用活用するとと

もに、ＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴ研修研修研修研修をををを実施実施実施実施してしてしてしてＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴのののの質質質質のののの向上向上向上向上を図ります。 

 

(4)(4)(4)(4)    自己啓発支援自己啓発支援自己啓発支援自己啓発支援    

職員自ら、「なりたい自分」の将来像に向けて研鑽することを最大限支援

韓国・楊州市への視察派遣 
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します。 

地方分権時代の行政職員にとって必要不可欠となる法務の知識の学習と

して有効な「「「「自治体法務検定自治体法務検定自治体法務検定自治体法務検定」」」」のののの受験受験受験受験のののの支援支援支援支援、その他職務に有用な資格等

の取得に対する資格等取得支援事業資格等取得支援事業資格等取得支援事業資格等取得支援事業のののの実施実施実施実施、国際化に対応できる語学能力語学能力語学能力語学能力

のののの向上向上向上向上にににに対対対対するするするする支援支援支援支援に加えて、専門的教育を受けるために大学大学大学大学、、、、大学院大学院大学院大学院等等等等

にににに修学修学修学修学するためのするためのするためのするための修学部分休業修学部分休業修学部分休業修学部分休業、、、、自己啓発等休業自己啓発等休業自己啓発等休業自己啓発等休業をををを導入導入導入導入し、自己啓発を支

援する環境を整備します。また、資格資格資格資格をををを取得取得取得取得したしたしたした職員職員職員職員のののの活用活用活用活用を行うことで、

資格取得資格取得資格取得資格取得へのインセンティブへのインセンティブへのインセンティブへのインセンティブを高めます。 

 

(5)(5)(5)(5)    特別研修特別研修特別研修特別研修    

 「「「「あいさつあいさつあいさつあいさつ」」」」をををを基盤基盤基盤基盤としたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーションとしたコミュニケーション能力能力能力能力をををを向上向上向上向上させるための

研修研修研修研修をををを全職員全職員全職員全職員をををを対象対象対象対象としてとしてとしてとして実施実施実施実施していきます。 

さらに、上記の各研修のほか、時代時代時代時代のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに対応対応対応対応できるできるできるできる職員職員職員職員をををを育成育成育成育成す

るために、時局時局時局時局にににに応応応応じたじたじたじた有効有効有効有効なななな研修研修研修研修を政策的に行っていきます。 

 

３３３３    職員職員職員職員がががが職員職員職員職員をををを育育育育てるてるてるてる「「「「藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制」」」」のののの構築構築構築構築    

 

  人財育成は、専門的な知識や技術を身に付けるために外部の専門家に学ぶ

ことも重要ですが、さらにそれに加えて市職員市職員市職員市職員としてのとしてのとしてのとしての意識意識意識意識やややや気概気概気概気概をををを伝承伝承伝承伝承す

るとともに、市職員として大いに活躍できる人財を職員が責任を持って育て、

「「「「このこのこのこの人人人人にににに出会出会出会出会えてよかったえてよかったえてよかったえてよかった」」」」というというというという職員同士職員同士職員同士職員同士のののの信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係をををを築築築築くくくく、まさに人人人人

がががが人人人人をををを育育育育てるといえるてるといえるてるといえるてるといえる「「「「藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制」」」」をををを構築構築構築構築し、市の組織において

恒久的に人財育成が推進されるようにしていきます。 

 

(1)(1)(1)(1)    人財育成人財育成人財育成人財育成フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ制度制度制度制度のののの実施実施実施実施    

職員の個々の能力を引き出すために、職員が自分自身の仕事に対する意

識について考え、「「「「なりたいなりたいなりたいなりたい自分自分自分自分」」」」にににに近近近近づくためのキャリアデザインをづくためのキャリアデザインをづくためのキャリアデザインをづくためのキャリアデザインを描描描描きききき、

職場における職員間職員間職員間職員間のコミュニケーションをのコミュニケーションをのコミュニケーションをのコミュニケーションを通通通通じたじたじたじた意識共有意識共有意識共有意識共有を図ることに

より、職員職員職員職員のののの自己成長自己成長自己成長自己成長をををを促促促促しししし、、、、組織組織組織組織のののの活性化活性化活性化活性化を図り、職員が自分自身の能

力や業績について自己評価をし、上司はその自己評価を尊重しつつ更なる

能力開発を促す「「「「人財育成人財育成人財育成人財育成フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ制度制度制度制度」」」」をををを導入導入導入導入、、、、実施実施実施実施します。ま

た、自己評価により職員各自職員各自職員各自職員各自がががが自分自身自分自身自分自身自分自身のののの伸伸伸伸ばしたいばしたいばしたいばしたい能力能力能力能力をををを見据見据見据見据ええええ、、、、能力能力能力能力

向上向上向上向上のためにのためにのためにのために自主的自主的自主的自主的なななな研修研修研修研修のののの受講受講受講受講などなどなどなど研鑽研鑽研鑽研鑽をををを促促促促しますしますしますします。 

 

(2)(2)(2)(2)    職員職員職員職員がががが職員職員職員職員をををを育育育育てるてるてるてる研修研修研修研修のののの充実充実充実充実ととととＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴのののの推進推進推進推進    

市政全体を俯瞰し、市政に参画し、推進する幹部職員が講師となって、
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市職員市職員市職員市職員としてのとしてのとしてのとしての意識意識意識意識やややや気概気概気概気概をををを後後後後にににに続続続続くくくく職員職員職員職員にににに伝伝伝伝えるえるえるえる職員研修職員研修職員研修職員研修「「「「職員修練道職員修練道職員修練道職員修練道

場場場場」」」」、専門的知識専門的知識専門的知識専門的知識をををを持持持持つつつつ職員職員職員職員がががが後輩職員等後輩職員等後輩職員等後輩職員等をををを指導指導指導指導するするするする職員研修職員研修職員研修職員研修「「「「職員寺子屋職員寺子屋職員寺子屋職員寺子屋」」」」

を実施し、さらに充実させます。また、ＯＪＴ（＝ＯＪＴ（＝ＯＪＴ（＝ＯＪＴ（＝職場内訓練職場内訓練職場内訓練職場内訓練））））のためののためののためののための

指針指針指針指針をををを作成作成作成作成するとともに、ＯＪＴ研修を実施し、部下や後輩職員を指導す

る立場の職員がコーチングやティーチングの手法を学ぶことで、各職場各職場各職場各職場でででで

ののののＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴがががが適切適切適切適切かつかつかつかつ着実着実着実着実にににに行行行行われるわれるわれるわれるよう推進します。 

   
職員修練道場（左）と職員寺子屋（中央、右）の様子 

 

(3)(3)(3)(3)    活躍活躍活躍活躍するするするする職員職員職員職員にににに光光光光をををを当当当当てててて、、、、活活活活かすかすかすかす取組取組取組取組のののの強化強化強化強化    

 「職員修練道場」や「職員寺子屋」

において職員職員職員職員がががが講師講師講師講師となってとなってとなってとなって職員職員職員職員のののの模模模模

範範範範となるとなるとなるとなるとともに、市外市外市外市外でそのでそのでそのでその実績実績実績実績やややや

専門的知識専門的知識専門的知識専門的知識、、、、能力能力能力能力によりによりによりにより講師講師講師講師としてとしてとしてとして招招招招

へいされてへいされてへいされてへいされて活躍活躍活躍活躍するするするする職員職員職員職員についてについてについてについて、、、、全全全全

職員職員職員職員にににに周知周知周知周知しししし光光光光をををを当当当当てるてるてるてることで、身近

な職員がロールモデルとなるようロールモデルとなるようロールモデルとなるようロールモデルとなるよう情報情報情報情報

発信発信発信発信していきます。このような職員の

活躍が、他の職員の刺激となり、活力

が波及することを図ります。 

 

(4)(4)(4)(4)    意欲意欲意欲意欲あふれあふれあふれあふれ、、、、能力能力能力能力あるあるあるある職員職員職員職員のののの登用登用登用登用    

就就就就きたいきたいきたいきたい職職職職をををを指定指定指定指定してしてしてして希望希望希望希望をををを人事課人事課人事課人事課へへへへ提出提出提出提出できるできるできるできる職職職職のののの公募制公募制公募制公募制のののの活用活用活用活用によ

り、意欲と能力を備えた職員を抜擢し、希望する職に就かせて大いに能力

を活かし、活躍してもらいます。これにより、職員職員職員職員のののの意識意識意識意識のののの高揚高揚高揚高揚とととと活性化活性化活性化活性化

を図ります。 

 

４４４４    「「「「日本一日本一日本一日本一のののの職員職員職員職員づくりづくりづくりづくり」」」」をををを目指目指目指目指したしたしたした人財育成体制人財育成体制人財育成体制人財育成体制のののの推進推進推進推進にににに向向向向けてけてけてけて    

 

人財育成を重点的に行おうとしても、人財活用を的確に行っていかなければ

人財育成も途切れてしまいます。人財人財人財人財をををを育育育育てててて、、、、そのそのそのその人財人財人財人財のののの意識意識意識意識がががが高高高高まるようにまるようにまるようにまるように

しっかりとしっかりとしっかりとしっかりと活活活活かすかすかすかすことが肝要といえます。さらにいえば、人財育成人財育成人財育成人財育成とととと人財活用人財活用人財活用人財活用

大学で講義を行う職員 
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がががが相互相互相互相互にににに効果効果効果効果をもたらしをもたらしをもたらしをもたらし、、、、人財育成人財育成人財育成人財育成をををを持続可能持続可能持続可能持続可能なものにしていくなものにしていくなものにしていくなものにしていくために、その

組織組織組織組織のののの中中中中でしっかりとでしっかりとでしっかりとでしっかりと高高高高いいいい意識意識意識意識やややや気概気概気概気概をををを後後後後にににに続続続続くくくく職員職員職員職員にににに伝承伝承伝承伝承していくことが必

要不可欠だといえます。このサイクルを確立し、持続的持続的持続的持続的なななな人財育成人財育成人財育成人財育成、、、、人財活用人財活用人財活用人財活用

をををを行行行行うことでうことでうことでうことで職員職員職員職員のののの誰誰誰誰もがもがもがもが「「「「なりたいなりたいなりたいなりたい自分自分自分自分のののの将来像将来像将来像将来像」＝」＝」＝」＝自分自分自分自分なりのなりのなりのなりの「「「「スペシャスペシャスペシャスペシャ

ル・ジェネラリストル・ジェネラリストル・ジェネラリストル・ジェネラリスト像像像像」」」」を抱き、みんながそれをみんながそれをみんながそれをみんながそれを支支支支ええええ合合合合ううううことで、本市ならで

はの「「「「日本一日本一日本一日本一のののの職員職員職員職員づくりづくりづくりづくり」」」」をををを目指目指目指目指しますしますしますします。 

 

人財育成施策の柱と取組

人財育成人財育成人財育成人財育成 人財活用人財活用人財活用人財活用

１１１１ 職職職職のののの公募制公募制公募制公募制

２２２２ ジョブローテーションジョブローテーションジョブローテーションジョブローテーション

１１１１ キャリアデザインのキャリアデザインのキャリアデザインのキャリアデザインの推進推進推進推進

２２２２ スペシャル・ジェネラリストのスペシャル・ジェネラリストのスペシャル・ジェネラリストのスペシャル・ジェネラリストの育成育成育成育成

・キャリアデザインの指針の活用

・キャリアデザイン研修の実施

・キャリアプラン作成（人財育成フォローアップ制度）

人財活用施策の取組

・ＯＪＴの強化

「職場における職員の指導指針」の活用

・新規採用職員指導研修の充実

・ＯＪＴ研修の充実
・職員修練道場の実施

・職員寺子屋の実施

３３３３ 藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制藤枝型職員養成体制のののの構築構築構築構築

・階層別研修等の充実

・専門職員研修の充実

・視察派遣研修の実施

・資格取得支援事業の実施

・自己啓発等休業、修学部分休業の導入

・その他自己啓発の支援

・キャリアプランを尊重した人

財登用

・キャリアプランを尊重した人

事配置

「「「「日本一日本一日本一日本一のののの職員職員職員職員づくりづくりづくりづくり」」」」をををを目指目指目指目指したしたしたした人財育成人財育成人財育成人財育成・・・・活用施策活用施策活用施策活用施策のののの有機的有機的有機的有機的なななな結合結合結合結合のサイクルのサイクルのサイクルのサイクル

活躍活躍活躍活躍するするするする職員職員職員職員がががが

後進後進後進後進をきっちりをきっちりをきっちりをきっちり育成育成育成育成

活躍活躍活躍活躍するするするする職員職員職員職員をををを

後進指導後進指導後進指導後進指導にににに活用活用活用活用

活躍活躍活躍活躍できるできるできるできる人財人財人財人財をしっかりをしっかりをしっかりをしっかり活用活用活用活用

人財育成フォローアップ制度の実施
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ⅣⅣⅣⅣ    職員職員職員職員にににに求求求求められるめられるめられるめられる役割役割役割役割とととと責任責任責任責任、、、、能力能力能力能力（（（（標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力））））    

  職員の各階層に求求求求められるめられるめられるめられる役割役割役割役割、、、、責任責任責任責任とととと能力能力能力能力は次のとおりです。 

 なお、市長部局市長部局市長部局市長部局におけるにおけるにおけるにおける地方公務員法第地方公務員法第地方公務員法第地方公務員法第１５１５１５１５条条条条の２の２の２の２第第第第１１１１項第項第項第項第５５５５号号号号のののの標準職標準職標準職標準職

務遂行能力務遂行能力務遂行能力務遂行能力はははは次次次次のののの表表表表とし、市長及市長及市長及市長及びびびび議長以外議長以外議長以外議長以外のののの任命権者任命権者任命権者任命権者はははは、、、、次次次次のののの表表表表をををを基本基本基本基本とととと

してしてしてして地方公務員法第地方公務員法第地方公務員法第地方公務員法第１５１５１５１５条条条条の２の２の２の２第第第第１１１１項第項第項第項第５５５５号号号号のののの標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力をををを定定定定めるめるめるめるも

のとします。 

 

１１１１     主事主事主事主事、、、、主事補級主事補級主事補級主事補級（（（（１１１１級級級級））））    

主事、主事補級の職員は、係等の方針を踏まえ次のような役割を担いま

す。 

・担当業務の正確、迅速な処理 

・担当業務の改善の提案 

以上のような役割を果たすには、次の能力を身に付ける必要があります。 

・業務遂行力…業務の処理が正確で速度や処理量が標準的な水準である

能力 

・自己管理力…自らの業務や体調の管理を行う能力 

・役割責任意識…部署での役割を認識し、主体的、積極的に業務を果た

そうとする意識 

・革新力…問題意識を持ち、前例にとらわれず常に見直しを図る能力 

・対人関係力…接遇、クレーム対応、説明能力、コミュニケーションの

能力 

２２２２    主任主事級主任主事級主任主事級主任主事級（（（（２２２２級級級級））））    

主任主事級の職員は、主事、主事補級の職員の役割に加え、後輩の指

導を担います。また、求められる能力としては、主事、主事補級の職員

に必要な能力をさらに磨き、併せて、次の能力を身に付けていかなけれ

ばなりません。 

・挑戦意識…業務を全うするとともに他の業務への挑戦や業務の質の向

上を図る意識 

・協働意識…自己の都合にとらわれず上司、同僚、その他関係者と情報

を共有しつつ協力して取り組む意識 

・論理的判断力…業務に関する状況の変化を予測し、対応策を事前に立

てたり、リスク等をシミュレーションして業務の妥当性、実施の可否を

検討し、それらを論理的に説明して方向性を判断できる能力 

この時期から職場のリーダーとしての能力の開発をしていかなけれ

ばなりません。さらに、業務における知識を専門化させ、業務に応用さ

せることを行っていく必要があります。 
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３３３３    主査級主査級主査級主査級（（（（３３３３級級級級））））    

    主査級の職員は、主任主事級の時の役割を着実にこなすとともに、さ

らに次のような役割を担うことが求められます。 

    ・応用が必要な判断を含む円滑な業務の遂行 

    ・担当業務における課題形成及び改善の提案 

    ・後輩の指導及び育成 

また、必要な能力としては、主任主事級までに求められる能力の定

着が必要となるとともに、課題解決力（担当業務に関する課題を発見

し、解決するための方策を検討し、検証した上で解決する能力）、指導

統率力（部下や後輩の能力や適性等に応じた業務知識や技術の指導、

育成、仕事上のアドバイスや指示を適宜行うことのできる能力）を養

っていく必要があります。 

４４４４    主任主査級主任主査級主任主査級主任主査級（（（（４４４４級級級級））））    

主任主査級の職員は、主査級の職員の役割に加え、高度で専門的な業

務の遂行を担います。求められる能力としては、主査級の職員で養って

きた課題解決力や指導統率力を発揮できることが必要になります。監督

者である係長に必要な能力の開発は、主任主査級までに行う必要があり

ます。係長級への昇格を意識して、目標管理力、組織管理力、経営意識、

決断力を養い、リーダーシップを発揮するとともに、業務においては信

頼できる知識の専門性と業務への応用力を拡充する必要があります。 

５５５５    係長級係長級係長級係長級（（（（５５５５級級級級））））    

    係長級の職員は、課の方針を踏まえ、係の監督者として次のような役

割を担います。 

    ・職場の目標の達成に向けた事務事業の立案及び評価 

    ・関係者との調整、折衝による事務事業の円滑化 

    ・事務事業の計画的遂行及び進行管理 

    ・係の事務事業の予算編成、執行管理 

    ・係の事務事業の課題解決・事務改善提案 

    ・部下の適正な能力把握及び指導育成 

    ・高度で専門的な業務遂行 

また、必要な能力としては、組織の目標を実現させるための目標管理

力、係の方針を決定し組織として目標に向けて取り組むために組織を運

営する組織管理力、市全体のコスト、効果を比較し必要性を判断する経

営意識が必要となります。そして、係のリーダーとして様々な事柄を加

味しての決定を行うための決断力が求められます。このように、係長級

の職員は、主任主査級までと異なり組織を管理、統率するため、主任主
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査級までに培ってきた能力をさらに熟達させていなければなりません。 

６６６６    主幹級主幹級主幹級主幹級（（（（６６６６級級級級））））    

    主幹級の職員は、監督者として係長が担う役割の経験を積み、さらに

深い考察の中で職務をこなすとともに、熟練した経験をもとに課長の意

思決定への参画、補佐を担います。求められる能力は基本的には係長と

同じですが、マネジメント能力の開発時期であるため、係長職で培った

能力を熟達させ、専門的な知識や能力の応用を発揮するとともに、管理

職である課長への昇格を意識して課長職が担う役割をもこなせる能力の

開発を行っていく必要があります。 

７７７７    課長級課長級課長級課長級（（（（７７７７級級級級））））    

    課長級の職員は、部長級の職員の意思決定への参画、補佐を行うとと

もに、部の方針を踏まえ管理職として次の役割を担います。 

・施策の立案及び評価 

・職場の課題解決や目標の設定 

・課の統括及び事務事業の進行管理 

・関係者との調整、折衝による課の事務事業の推進 

・課における部下の適正な能力の把握及び指導育成 

また、求められる能力としては、課を統率するマネージャーとして、

係長級に必要とされる能力のなかでも指導統率力、目標管理力、経営意

識、革新力、決断力が熟達し、優れたものとなっていなければなりませ

ん。また、市全体の行政経営を意識した経営感覚を磨き、部長としての

マネジメント能力の開発を意識していかなければなりません。 

８８８８    部長級部長級部長級部長級（（（（８８８８級級級級））））    

部長級の職員は、市長その他の執行機関の方針を受け、次の役割を担い

ます。 

・市の政策的な意思決定への参画 

・担当部門の現状を変革する重点課題の解決及び課題解決目標の設定 

・政策の立案、推進及び評価 

・危機管理体制の整備、対応 

・組織の整備及び組織力の極大化 

・課長級の職員の能力の把握及び指導育成 

このような役割を担うには、卓越した経営能力を発揮する必要があり、

課長に必要とされる能力について、さらに熟達したものが要求されます。 
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【【【【標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力標準職務遂行能力】】】】    

＜＜＜＜一般行政職一般行政職一般行政職一般行政職＞＞＞＞    

職務の級 能力開発段階 役　割
熟達させるべき

能力
市長その他の執行機関の方針を踏まえ、次の
役割を担う。

知識・技術
指導統率力

・全庁的な政策意思決定への参画 目標管理力
・担当部門の現状を変革する重点課題の解決
及び課題解決目標の設定

組織管理力
経営意識

・政策の立案、推進及び評価 革新力
・危機管理体制の整備と対応 決断力
・組織の体制整備と組織力の極大化
・課長の適性能力の把握及び指導育成

部の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術
・部長の意思決定への参画支援 指導統率力
・施策の立案および評価 目標管理力
・職場における課題や解決目標の設定 組織管理力
・課の統括及び進行管理 経営意識
・関係者との調整、折衝による課の業務運営
の円滑化

革新力
決断力

・部下の適正な能力把握および指導育成

課の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術
・課長の意思決定への参画支援及び補佐 業務遂行力
・職場目標の達成に向けた事業立案及び評価 対人関係力
・関係者との調整、折衝による事務の円滑化 指導統率力
・事務の計画的遂行及び進行管理 目標管理力
・係の業務の予算編成、執行管理 組織管理力
・係の業務の課題提案、事務改善 経営意識
・部下の適正な能力把握及び指導育成 挑戦意識
・高度で専門的な業務遂行 論理的判断力

課題解決力
革新力
決断力

課の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術
・職場目標の達成に向けた事業立案及び評価 業務遂行力
・関係者との調整、折衝による事務の円滑化 対人関係力
・事務の計画的遂行及び進行管理 指導統率力
・係の業務の予算編成、執行管理 目標管理力
・係の業務の課題提案、事務改善 組織管理力
・部下の適正な能力把握及び指導育成 経営意識
・高度で専門的な業務遂行 挑戦意識

論理的判断力
課題解決力
革新力
決断力

主幹級
（６級）

部長級
（８級）

係長級
（５級）

課長級
（７級）

応
用
・
専
門
能
力
拡
充
期

リ
ー
ダ
ー
能
力
拡
充
期

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
開
発
期

応
用
・
専
門
能
力
発
揮
期

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
発
揮
期

経
営
能
力
発
揮
期

経
営
能
力
開
発
期
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職務の級 能力開発段階 役　割 養成すべき能力 求められる能力

係の方針を踏まえ、、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・高度で専門的な業務遂行 目標管理力 課題解決力
・応用判断を含む円滑な業務遂行 組織管理力 指導統率力
・担当業務における課題形成及び改善提案 経営意識
・後輩の指導及び育成 決断力

係の方針を踏まえ、、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・応用判断を含む円滑な業務遂行 課題解決力 挑戦意識
・担当業務における課題形成及び改善提案 指導統率力 協働意識
・後輩の指導及び育成 論理的判断

係の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・担当業務の正確、迅速な処理 挑戦意識 業務遂行力
・担当業務の改善提案 協働意識 対人関係力
・後輩の指導 論理的判断力 自己管理力

役割責任意
革新力

係の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術
・担当業務の正確、迅速な処理 業務遂行力
・担当業務の改善の提案 自己管理力

役割責任意識
革新力
対人関係力

主事・
主事補級
（１級）

主任主事
級

（２級）

主査級
（３級）

主任主査
級

（４級）

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

応
用
・
専
門
能
力
開
発
期

応
用
・
専
門
能
力
拡
充
期

リ
ー
ダ
ー
能
力
開
発
期
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＜＜＜＜技能労務職技能労務職技能労務職技能労務職＞＞＞＞ 

職務の級 能力開発段階 役　割 養成すべき能力 求められる能力

係の方針を踏まえ、、次の役割を担う。 知識・技術
・高度で専門的な業務遂行 目標管理力
・応用判断を含む円滑な業務遂行 組織管理力
・担当業務における課題形成及び改善提案 経営意識
・後輩の指導及び育成 指導統率力

決断力

係の方針を踏まえ、、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・高度で専門的な業務遂行 目標管理力 課題解決力
・応用判断を含む円滑な業務遂行 組織管理力 論理的判断力
・担当業務における課題形成及び改善提案 経営意識 革新力
・後輩の指導及び育成 指導統率力

決断力

係の方針を踏まえ、、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・応用判断を含む円滑な業務遂行 課題解決力 挑戦意識
・担当業務における課題形成及び改善提案 論理的判断力 協働意識
・後輩の指導及び育成 革新力

係の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術 知識・技術
・担当業務の正確、迅速な処理 挑戦意識 業務遂行力
・担当業務の改善提案 協働意識 自己管理力
・後輩の指導 役割責任意識

対人関係力

係の方針を踏まえ、次の役割を担う。 知識・技術
・担当業務の正確、迅速な処理 業務遂行力
・担当業務の改善の提案 自己管理力

役割責任意識
対人関係力

業務士級
（２級）

業務補級
（１級）

業務長級
（５級）

業務長補
級

（４級）

業務主任
級

（３級）

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練
応
用
・
専
門
能
力
開
発
期

応
用
・
専
門
能
力
拡
充
期

リ
ー
ダ
ー
能
力
開
発
期

応
用
・
専
門
能
力
発
揮
期

リ
ー
ダ
ー
能
力
発
揮
期 定着定着定着定着

熟練熟練熟練熟練

基
礎
能
力
開
発
期
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